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兵
庫
県
生
活
文
化
大
学
の
通
年
講
座
８
講
座

の
う
ち
、
音
楽
鑑
賞
講
座
を
除
く
７
講
座
が
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
定
員
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
途
中
か
ら
の
受

講
や
、
一
回
ご
と
の
受
講
も
可
能
で
す
。
回
数

に
応
じ
た
受
講
料
割
引
が
あ
り
ま
す
。
受
講
希

望
の
方
は
事
前
に
当
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
各
講
座
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

主
な
講
座
内
容
は
次
の
通
り
。

【
神
戸
校
︵
兵
庫
県
民
会
館
ほ
か
︶】

▼
﹁
文
化
財
講
座
﹂︵
空
想
の
展
覧
会
~
空
前

絶
後
を
希
求
す
る
~
︶
各
回
水
曜
日
14
時
～
／

講
師
:
山
中
理
（
白
鶴
美
術
館
評
議
員
）
ほ
か

▼
﹁
考
古
学
講
座
﹂︵
兵
庫
の
重
要
遺
跡
【
古
墳

時
代
編
】︶
各
回
金
曜
日
14
時
～
／
講
師
:
和
田

晴
吾
（
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
館
長
）
ほ
か

▼
﹁
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座
﹂︵﹃
風
土
記
﹄
か

ら
み
る
古
代
の
歴
史
︶
各
回
月
曜
日
14
時
～
／

講
師
:
坂
江
渉
（
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
研
究

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
ほ
か

▼
﹁
日
本
美
術
講
座
﹂︵
新
し
い
視
座
か
ら
日

本
美
術
を
考
え
る
︶
各
回
火
曜
日
14
時
～
／
講

師
:
越
智
裕
二
郎
（
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

館
長
）
ほ
か

▼
﹁
音
楽
鑑
賞
講
座
﹂
各
回
金
曜
日
10
時
～
／

講
師
:
宮
本
慶
子
（
兵
庫
県
音
楽
活
動
推
進
会

議
代
表
）
ほ
か

【
明
石
校
︵
ウ
ィ
ズ
あ
か
し
︶】

▼
﹁
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座
﹂︵
現
代
生
活
の

源
流
Ⅴ
︶
各
回
火
曜
日
14
時
～
／
講
師
:
小
栗

栖
健
治
（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
・
播
磨
学
研
究
所
所
長
）

【
姫
路
校
︵
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
︶】

▼
﹁
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座
﹂︵
播
磨
史
探
訪

　
﹁
展
覧
会
の
担
当
学
芸
員
の

解
説
を
聞
い
た
後
、
実
際
に
鑑

賞
す
る
か
ら
わ
か
り
や
す
い
﹂

と
前
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座
を
、

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
１
回
目
は
、
兵
庫

県
立
美
術
館
で
６
月
か
ら
開
催

さ
れ
る
特
別
展
﹁
関
西
の
80
年

・
そ
の
11
︶
各
回
水
曜
日
14

時
～
／
講
師
:
埴
岡
真
弓

（
播
磨
学
研
究
所
運
営
委
員

兼
研
究
員
）

代
﹂
展
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
同
展
は
、
兵
庫
県
立
近
代
美

術
館
時
代
に
シ
リ
ー
ズ
展
﹁
ア

ー
ト
・
ナ
ウ
﹂
で
﹁
関
西
ニ
ュ

ー
ウ
ェ
ー
ブ
﹂
な
ど
当
時
の
動

向
を
い
ち
早
く
紹
介
し
て
き
た

兵
庫
県
立
美
術
館
の
開
館
20
周

年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
展

覧
会
で
、
空
間
全
体
を
使
っ
た

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

今
も
国
内
外
で
活
躍
を
続
け
る

作
家
た
ち
に
よ
る
若
き
日
の
実

験
作
を
中
心
に
、
こ
の
時
代
特

有
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
パ
ワ
ー
に

満
ち
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
若
い
世
代
は
も
と
よ
り
、
80

年
代
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る

世
代
に
と
っ
て
も
、
た
だ
懐
か

し
い
だ
け
で
は
な
い
新
鮮
な
作

品
の
姿
を
通
じ
、
困
難
な
い
ま

を
よ
り
よ
く
生
き
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
講
師
】
江
上
ゆ
か
（
兵
庫
県

立
美
術
館
学
芸
員
）

【
日
時
】
６
月
29
日
㈬

14
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美

術
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー

ム【
受
講
料︵
入
館
料
込
︶】

一
般
１
５
０
０
円
（
７

５
０
円
）、
会
員
１
３

０
０
円
（
６
５
０
円
）

＊
（
）
内
70
歳
以
上

※
展
覧
会
の
観
覧
料
含

む
。
同
時
開
催
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
を
鑑
賞
の
場
合
は
、
割
引

が
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】
40
人

【
申
込
方
法
】電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
当
協
会
文
化
振
興
部
ま
で

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０

２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
２
１

・
２
１
３
８

　
将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発
表
の

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
気

軽
に
良
質
な
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
﹁
新
進
芸
術
家
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

シ
リ
ー
ズ
﹂
を
毎
月
１
回
、
兵

庫
県
民
会
館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
毎
回
、

兵
庫
県
い
け
ば
な
協
会
会
員
に

よ
る
舞
台
花
が
会
場
を
華
や
か

に
彩
り
ま
す
。
異
分
野
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
大
き
な
見

ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

５　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
.
47

根
垣
り
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ

サ
イ
タ
ル

【
日
時
】5
月
27
日
㈮
18
時
30
分

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
根

垣
り
の
、
ピ
ア
ノ
／
森
本
美
帆

【
予
定
曲
目
】
メ
ル
・
ボ
ニ
／

３
つ
の
小
品
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
／

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
２
番

作
品
１
０
０
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
冨
士
聡
子
（
華

精
流
）６　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
.
48

田
中
正
也
魔
法
の
ピ
ア
ノ
♪

【
日
時
】6
月
17
日
㈮
18
時
30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
田
中
正
也

福
岡
市
出
身
。
15
歳
で
単
身
ロ

シ
ア
へ
。
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
卒

業
後
、
同
大
学
院
修
了
。
カ
ン

ト
ゥ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

（
伊
）
第
１
位
他
受
賞
多
数
。

国
立
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

カ
ペ
ラ
交
響
楽
団
、
東
京
フ
ィ

ル
、
九
響
等
と
協
演
。
エ
ル
ミ

タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
、
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
演
奏
会

他
、
日
露
で
繊
細
か
つ
大
胆
な

独
自
の
感
性
を
も
つ
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
演
奏
活
動
を
展
開
。

大
阪
芸
術
大
学
演
奏
学
科
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
／
３
つ
の
小
品
作
品
2
、

シ
ョ
パ
ン
／
ス
ケ
ル
ツ
ォ　
第

１
番
作
品
20
ロ
短
調
、
エ
チ

ュ
ー
ド
作
品
25
︲
１
変
イ
長

調
″
エ
オ
リ
ア
ン
ハ
ー
ブ
”、

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
作
品
53
変
イ
長

調
″
英
雄
”、
ラ
ヴ
ェ
ル
／
亡

き
王
女
の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー

ヌ
、
ム
ソ
リ
グ
ス
キ
ー
／
組
曲

﹁
展
覧
会
の
絵
﹂

【
入
場
料
】
一
般
２
５
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
成
瀬
香
泉
（
知

香
流
）

◇
◆
◇

７　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
.
49

西
尾
岳
史
バ
リ
ト
ン
リ
サ
イ

タ
ル
追
憶
~dans�les�souvenirs

【
日
時
】7
月
8
日
㈮
18
時
30
分

【
出
演
】
バ
リ
ト
ン
／
西
尾
岳

史
、
ピ
ア
ノ
／
丸
山
耕
路

西
尾
岳
史
＝
大
阪
音
楽
大
学
専

攻
科
修
了
。
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
オ
ペ
ラ
に
出
演
、
演
じ
た
役

は
60
に
及
ぶ
。
第
18
回
日
本
歌

曲
振
興
会
日
本
歌
曲
コ
ン
ク
ー

ル
第
２
位
。関
西
二
期
会
会
員
、

関
西
歌
曲
研
究
会
理
事
、
堺
シ

テ
ィ
オ
ペ
ラ
会
員
、
神
戸
市
混

声
合
唱
団
団
員
、
関
西
二
期
会

オ
ペ
ラ
研
究
所
、
神
戸
女
学
院

大
学
各
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
滝
廉
太
郎
／
荒

城
の
月
、
中
田
喜
直
／
木
菟
、

髙
田
三
郎
／
深
夜
の
訪
れ
と
土

く
れ
の
つ
ぶ
て
の
バ
ラ
ー
ド
︱

と
ら
わ
れ
の
女
に
︱
ほ
か

【
入
場
料
】2
0
0
0
円

＊
い
け
ば
な
／
本
井
里
絵
甫

（
未
生
流
中
山
文
甫
会
）

◇
◆
◇

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会
館

1
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い
た
だ

け
ま
す
。
当
協
会
友
の
会
会
員

は
入
場
料
が
1
割
引
き
に
な
り

ま
す
。
購
入
時
に
会
員
証
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

西上�三鶴

日
常
に
芸
術
文
化
を
届
け
る

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

理
事
長
西
上
三
鶴

　
４
月
か
ら
芸
術
文
化
協

会
の
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
は
五
国
の
多
様
性
を

も
ち
、
多
彩
な
芸
術
文
化
活

と
人
が
顔
を
合
わ
せ
て
交
流

す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
芸

術
文
化
の
活
動
も
中
止
、
延

期
、
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

w
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
等
か
ら
の
復
興

に
お
い
て
芸
術
文
化
が
、
人

々
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
に
活
力
を
も

た
ら
す
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
。

　
県
民
の
皆
様
に
、
感
染

症
防
止
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、
日
常
の
中
で
劇
場

や
美
術
館
等
に
お
い
て
芸

術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

届
け
る
こ
と
で
、﹁
躍
動

す
る
兵
庫
﹂
の
実
現
に
、

芸
術
家
の
皆
様
と
と
も

に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
私
た
ち
の

生
活
や
暮
ら
し
方
を
大

き
く
変
え
ま
し
た
。
人

兵庫県生活文化大学〈短期講座〉

杉山知子《the�drift�fi�sh》（部分）1984年ギャ
ラリー手での展示風景�作家蔵�撮影：成田弘

４月13日にスタートしたふるさとの歴史講座（姫路校）

いよいよスタート
受講者を募集

年度途中や１回ごとの受講も可能！！

新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ

～新進芸術家に発表の場を‼ ～

兵庫県民会館けんみんホール
で開催

根垣�りの田中�正也

西尾�岳史

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月　

田
中
正
也
さ
ん

７
月　

西
尾
岳
史
さ
ん

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
３
組
６
人
に
。

会
員
特
典

友
の
会
会
員
を
６
月
・
７
月
の

各
公
演
に
ご
招
待
。
各
５
組
10

人
に
。

★
い
ず
れ
も
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。応
募
方
法
は
２
面﹁
催

物
情
報
﹂
の
﹁
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

ご
応
募
に
つ
い
て
﹂
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
６
月
公
演
は
５
月
17

日
㈫
、
７
月
公
演
は
６
月
10
日

㈮
必
着
。

兵庫県生活文化大学〈通年講座〉

展覧会特別鑑賞講座

兵庫県立美術館開館兵庫県立美術館開館2020周年周年

「関西の80年代」展 受講生募集
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日
本
独
特
の
情
緒
を
表
現

す
る
伝
統
楽
器
・
箏
を
よ
り

広
く
知
り
、
継
続
的
に
学
び
、

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
兵
庫
県
の

迎
賓
館
で
あ
る
兵
庫
県
公
館

の
敷
地
内
に
あ
り
、
来
賓
を

お
も
て
な
し
し
て
い
た
和
風

家
屋
の
楠
園
亭
が
お
稽
古
の

場
所
で
す
。

㈮
～
全
７
回　
（
７
月
15
日
・

22
日
㈮
・
29
日
㈮
・
８
月
５

日
㈮
・
12
日
㈮
・
19
日
㈮
・

26
日
㈮
）　
各
回
13
時
30
分
～

15
時
30
分

※
成
果
発
表
会（
８
月
28
日
㈰
）

は
参
加
必
須
と
な
り
ま
す

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
和
風
会

議
室
（
楠
園
亭
）

【
講
師
】
兵
庫
県
箏
絃
連
盟

【
受
講
料
】
無
料　

※
別
途
、

箏
爪
２
０
０
０
円
・
楽
譜
代

金
を
頂
き
ま
す

【
定
員
】
７
人
（
先
着
順
）

【
申
込
方
法
】
氏
名
、
〒
住
所
、

携
帯
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

年
齢
を
ご
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
話
、
メ
ー
ル
で
当

協
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
受
講
者
に
は
、
初
回

開
催
３
日
前
ま
で
に
受
講
案

内
を
送
り
ま
す
。
電
話
受
付

は
平
日
の
10
時
か
ら
17
時
ま

で
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

　

お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
日
本
舞
踊
の
無
料
体

　

兵
庫
県
箏
絃
連

盟
会
員
が
講
師
を

務
め
ま
す
。
筝
曲

の
基
本
的
な
説
明

を
聞
き
、
実
際
に

お
箏
に
触
れ
て
音

を
出
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
素
敵
な
音

色
が
響
い
て
き
ま

す
。
日
本
の
伝
統

楽
器
・
お
箏
を
弾

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
７
月
15
日

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
和
風
会

議
室
（
楠
園
亭
）

【
講
師
】
兵
庫
県
舞
踊
文
化
協

会【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
６
人
（
先
着
順
）

【
申
込
方
法
】
氏
名
、
〒
住
所
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
年
齢
を
ご

記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
話
、

メ
ー
ル
で
当
協
会
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
県
民
芸
術
劇
場
は
、
優
れ
た

舞
台
芸
術
を
身
近
に
鑑
賞
・
体

験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
兵
庫

県
の
補
助
を
受
け
、
市
町
と
と

も
に
経
費
の
一
部
を
負
担
し
、

県
内
の
芸
術
団
体
の
協
力
を
得

て
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
一
般
向
け
５
公

演
、
小
学
校
・
高
校
の
芸
術
鑑

賞
会
と
し
て
52
公
演
を
行
い
ま

す
。
一
般
向
け
公
演
（
有
料
）

は
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
友
達
や
ご
家
族

と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
８
月
６
日
㈯
14
時
＝
太
鼓
オ

ル
ケ
ス
タ
木
村
優
一
＆
ス
ペ
シ

ャ
ル
ソ
ー
ス
（
市
川
町
文
化
セ

ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
）

▼
９
月
17
日
㈯
18
時
＝
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ト
ム
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
（
新

温
泉
町
文
化
体
育
館
夢
ホ
ー

ル
）

▼
12
月
10
日
㈯
14
時
＝
関
西
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

（
東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
）

▼
12
月
11
日
㈰
14
時
＝
テ
レ
マ

ン
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
宝
塚

ベ
ガ
ホ
ー
ル
）

▼
１
月
22
日
㈰
14
時
＝
テ
レ
マ

ン
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
小
野

市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
ホ

ー
ル
）

本
年
度
も
県
下
各
地
で

県
民
芸
術
劇
場
を

開
催
し
ま
す

験
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

基
本
的
な
型
を
曲
に
合
わ

せ
て
講
師
の
振
り

を
見
な
が
ら
舞
い

ま
す
。
美
し
い
所

作
、
姿
勢
が
自
然

と
身
に
つ
き
ま
す
。

　

着
物
や
浴
衣
を

着
て
日
本
独
自
の

踊
り
を
踊
り
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
、
自

宅
の
浴
衣
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
７
月
９
日

㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

【問い合わせ】
（公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部

〒650-0011神戸市中央区
下山手通 4丁目16番 ３ 号
兵庫県民会館 6階

☎０７８・３２１・２００２
ＦＡＸ０７８・３２１・２１３９
Email:sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

☆�記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協
会友の会会員。割引は原則として本人のみ適用。

①希望プレゼント名②〒住所③氏名④電話番号
⑤友の会会員の方は会員番号⑥メッセージを明記し、ハガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊�応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレ
ゼントの発送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒６５０–００１１
神戸市中央区下山手通４–１６–３
（公財）兵庫県芸術文化協会

「すずかけ」係
FAX 078-321-2139

催物情報
イ ベ ン ト ガ イ ド

■貞松・浜田バレエ団『バレエ・リ
ュスの世界』

㊐5月22日㈰◯時 15時◯料SS席7000円、S
席6000円、A席5000円、B席4000円、C
席2000円、全席指定◯内演目は『レ・シル
フィード』『牧神の午後』『ポロヴェッツ
人の踊り』。当日会場にて、鈴木晶氏（法
政大学名誉教授）によるプレトーク、兵
庫県立芸術文化センター所蔵 薄井憲二
バレエ・コレクションの展示を予定問貞
松・浜田バレエ団（☎078 ・ 861・ 2609）。３
組6人に。10日㈫必着。

■特別展　オールドノリタケ×若林コレ
クション －アールヌーヴォーからアー
ルデコに咲いたデザイン－
㊐ 5月 29日㈰まで◯時 10時～ 18時、入場
は 17時 ３0 分まで㊡月曜日（祝日の場合
は翌平日）◯料一般1200円（友の会会員は
900円）、大学生 900円、70歳以上 600円、
高校生以下無料◯内オールドノリタケの陶
磁器やデザイン画など約 250件を紹介

ミニマル・アートとコンセプチュアル・
アートを主要作品によって振り返ります。

■華麗なる宝塚歌劇衣装の世界
㊐6月12日㈰まで◯時 10時～18時、入

場は17時３0分まで㊡月曜日◯料一般1000円
（友の会会員は800円）、大学生・神戸市
外在住の65歳以上500円、高校生以下・
神戸市内在住の65歳以上無料◯内舞台衣装
に特化して宝塚歌劇の華やかな世界を様
々な方向から紹介する初めての試みで
す。デザイン画、帽子やブーツなどの装
飾品、公演ポスター、映像など約120点の
展示、大羽根衣装を背景に記念撮影がで
きるフォトスポットもあります。5組10人
に。10日㈫必着。

■兵庫県立兵庫津ミュージアム開館記念
　ひょうご五国フォーラム「兵庫津と西
宮―港と街道の歴史遺産―」
㊐5月21日㈯◯時 1３時３0分～16時３0分◯料 無
料（要申込）出田辺眞人氏（兵庫津ミュ
ージアム名誉館長・園田学園女子大学名
誉教授）ほか◯内古くから海陸交通の要衝
として栄えた兵庫津（神戸市）と西宮（西
宮市）の二つの都市をとりあげ、それぞ
れの都市の港と街道にまつわる歴史か
ら、現代へと続く摂津地域の特色と魅力
について理解を深めます。田辺氏が「兵
庫五国と神戸・阪神間の魅力」と題して
基調講演など。定員は200人。参加ご希
望の方は往復はがきに①氏名②住所③メ
ールアドレス④電話⑤「摂津」をご記入
のうえ、〒650-8567神戸市中央区下山手
通5-10-1兵庫県企画部地域振興課までお
申し込みください。締め切りは5月10日
㈫（☎078・３62・9014）

■のむら・アート・るーむ５０th Anniversary
〈2階〉㊐5月4日（水・祝）～8日㈰◯時 10
時～17時、◯料 無料◯内 洋画・児童作品・工
作など約1000点
■兵庫懸書人聨合書作展〈2階〉㊐5月1３
日㈮～15日㈰◯時 10時～17時、最終日は
～16時◯料無料◯内書約100点
■第１４回ピアニシモ パッチワーク・キ
ルト展〈2階〉㊐5月17日㈫～19日㈭◯時
10時～17時、最終日は～14時３0分◯料 無
料◯内パッチワーク・キルト約３00点
■傘寿　増田繁治　絵手紙展㊐5月19日
㈭12時～22日㈰◯時 10時～17時、最終日
は～16時◯料 無料◯内 絵手紙、篆刻、年賀
木版約200点
■第４２回革工展 in 神戸２０２２〈1階〉㊐5
月20日㈮～21日㈯◯時 10時～17時、最終
日は～16時◯料無料◯内革工芸約50点
■―親しめる生活美術書作品―第７４回 
一東書道会展〈1・2階〉㊐5月27日㈮～
29日㈰◯時 10時～17時◯料無料◯内書約400点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉小塩真愛ピアノコンサート
㊐5月14日㈯◯時 14時～14時３0分◯料 無料出
小塩真愛＊いけばな／内藤貴風（光風流）
■兵庫二紀会選抜展〈1階サロン内〉㊐5
月３1日㈫まで◯時 10時～17時、最終日は～
16時㊡水・日曜日◯料 無料◯内 二紀会兵庫県
支部選抜2人の作品8点

■第７５回関西新制作展〈本館1・2階、東
館1・2階〉㊐5月1日㈰～5月8日㈰まで

兵庫県民アートギャラリー
☎０７８・３２１・２１３１

ひょうごアーティストサロン
☎０７８・３２１・２００5

◯時 10時～18時、最終日は～15時◯料 無料
◯内洋画、彫塑約220点
■第63回公募 兵庫県美術家同盟展〈本館
1・2階、東館1・2階〉㊐5月17日㈫～5月
22日㈰まで◯時 10時～18時、最終日は～
16時◯料無料◯内洋画約３00点
■薫風会 仏像彫刻作品展〈東館1階〉㊐
5月25日㈬～29日㈰◯時 10時～17時、最終
日は～16時◯料無料◯内仏像彫刻約100点
■第４６回神戸笹波会展 併催 第２０回神戸
笹波全国学生書道展〈本館1・2階〉㊐5
月28日㈯～29日㈰◯時 10時～17時、最終
日は～16時◯料無料◯内書約600点
■いたみ杉の子 ゆうゆう・フォーゆう・ホ
ープゆう 作品展㊐6月３0日㈭まで◯時 10時～
18時、最終日は～12時◯料無料◯内洋画約20点

■ 開 館１０周 年 記 念「Forward to the 
Past　横尾忠則 寒山拾得への道」
㊐7月18日(月・祝)まで◯時10時～18時、入
場は17時３0分まで㊡月曜日(ただし祝日
の場合は翌平日)◯料一般700円(友の会会
員は550円)、大学生550円、70歳以上３50
円、高校生以下無料◯内5月28日㈯14時～
オープンスタジオで担当学芸員によるキ
ュレーターズトークを開催(先着３0名)。
担当学芸員が展覧会の見どころを分かり
やすく解説します。

■ミニマル／コンセプチュアル：ドロテ
＆コンラート・フィッシャーと１9６０-７０
代美術
㊐5月29日㈰まで◯時10時～18時、入場は
17時３0分まで㊡月曜日◯料一般1600円（友
の会会員は1400円）、70歳以上800円、高
校生以下無料◯内20世紀後半のアートに決
定的な変革をもたらした、1960-70年代の

原田の森ギャラリー
☎０７８・８０１・１59１

㊐…開催日　◯時 …開催時間　㊡…休業日 ◯料 …料金　出…出演　◯内 …展示・催物内容　◯場 …開催場所　問…お問い合わせ

神戸ファッション美術館
☎０７８・８5８・０5００

横尾忠則現代美術館
☎０７８・８55・56０７

西宮プレラホール

あましんアルカイックホール

資
料
提
供
：
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー　

薄
井
憲
二
バ
レ
エ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

伝
統
文
化 

学
び
塾

伝
統
文
化 

体
験
教
室

「
箏
コ
ー
ス
」
参
加
者
募
集

〈
７
回
講
座
〉

ブラックボトムブラスバンド

兵 庫 県 立 美 術 館
☎０７８・２6２・０9０１

兵 庫 陶 芸 美 術 館
☎０７9・59７・３96１

「
日
舞
の
ス
ス
メ
」
参
加
者
募
集



すずかけ・5月号 第419号 令和４年５月1日（毎月1回1日発行） ⑶

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と

と
も
に
日
本
で
の
上
演

機
会
の
多
い
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
四
大
戯
曲
の
名
作

﹁
三
人
姉
妹
﹂
を
、
上

演
し
ま
す
。

　
将
軍
の
娘
の
三
姉
妹

は
父
の
赴
任
地
で
あ
る

田
舎
町
で
暮
ら
し
て
い

る
。
父
亡
き
後
、
三
姉

妹
の
た
だ
ひ
と
つ
の
希

望
は
、
モ
ス
ク
ワ
へ
帰

る
こ
と
︱
。

遼
、
鈴
木
あ
ぐ
り
、
吉

江
麻
樹
、
樫
村
千
晶
、

有
川
理
沙
、
今
仲
ひ
ろ

し
、
山
田
裕
、
三
坂

賢
二
郎
、
堀
江
勇
気
、

森
好
文
、
風
太
郎
、

杏
華

【
日
時
︼
7
月
16
日
㈯

～
27
日
㈬
12
回
公
演

▼
16
日
㈯
16
時
（
貸

切
）
▼
17
日
㈰
11
時
／

16
時
（
貸
切
）
▼
18

日
（
月
祝
）
14
時
▼
19

日
㈫
休
演
日
▼
20
日
㈬

18
時
半
▼
21
日
㈭
14
時

▼
22
日
㈮
18
時
半
▼
23

日
㈯
14
時
▼
24
日
㈰
11

時
／
16
時
▼
25
日
㈪
休

演
日
▼
26
日
㈫
14
時
▼

27
日
㈬
14
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ

左から吉江麻樹、樫村千晶、有川理沙

　
舞
台
芸
術
の
も
つ
力
や
楽
し
さ

な
ど
、
芸
談
を
お
話
し
頂
く
教
養

講
座
。
今
回
は
、
関
西
が
誇
る
上

方
人
情
喜
劇
の
象
徴
・
松
竹
新
喜

劇
の
代
表
・
渋
谷
天
外
さ
ん
を
お

迎
え
し
、
上
方
喜
劇
の
魅
力
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

【
聞
き
手
】
亀
岡
典
子
（
産
経
新

聞
文
化
部
編
集
委
員
）

【
日
時
】
６
月
９
日
㈭
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
大

ホ
ー
ル

【
入
場
料
】無
料
（
要
予
約
・
先
着

４
０
０
名
）
全
席
指
定

＊
お
席
は
こ
ち
ら
に
お
任
せ
く
だ

さ
い
。

＊
未
就
学
児
童
入
場
不
可

【
申
込
方
法
】
必
要
事
項
﹇
①
郵

便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番

号
⑤
人
数
（
ご
本
人
を
含
む
４
名

迄
）﹈
を
記
載
の
上
、
往
復
は
が

き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信

が
入
場
券
と
な
り
ま
す
。

※
文
字
が
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
返
信
は
が
き
に
記
載
さ
れ
る
お

席
に
お
座
り
く
だ
さ
い
。

※
当
日
必
ず
返
信
は
が
き
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
お
忘
れ
の
場
合
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

【
送
付
先
】〒
６
６
１
︲
０
０
１
２

尼
崎
市
南
塚
口
町
3
︲
17
︲
8

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
﹁
文
化
セ
ミ

ナ
ー
︿
１
０
１
﹀
渋
谷
天
外
﹂
係

　
桂
吉
朝
の
弟
子
の
佐
ん
吉
と

吉
の
丞
、
笑
福
亭
鶴
瓶
の
弟
子

の
鉄
瓶
と
ベ
瓶
が
一
門
の
枠
を

超
え
競
演
！

　
師
の
芸
を
受
け
継
ぎ
、
全
国

の
高
座
で
活
躍
す
る
同
期
が
真

剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
る
﹁
好
敵

手
の
会
﹂
が
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
で
4
度
目
の
開
催
。

　
落
語
き
き
は
じ
め
の
初
心
者

の
方
も
長
年
の
落
語
フ
ァ
ン
の

方
に
も
き
っ
と
満
足
い
た
だ
け

る
熱
い
競
演
を
ぜ
ひ
会
場
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
出
演
】笑
福
亭
鉄
瓶
、
桂
佐
ん

吉
、
笑
福
亭
べ
瓶
、
桂
吉
の
丞

【
日
時
】9
月
3
日
㈯
14
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
２
０
０
０
円
、

B
席
１
０
０
０
円

笑福亭鉄瓶

ピッコロシアター文化セミナー〈101〉
俳優・松竹新喜劇代表 渋谷天外さんに聞く

「上方喜劇の魅力」

兵庫県立ピッコロ劇団 第 73 回公演
「三人姉妹」

　
ロ
シ
ア
国
立
モ
ス
ク
ワ
・
マ
ー
ル

イ
劇
場
で
研
鑽
を
積
ん
だ
島
守
辰
明

（
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
）
の
新
訳
と
演
出

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
作
】
A
・
チ
ェ
ー
ホ
フ

【
翻
訳
・
演
出
】
島
守
辰
明
（
ピ
ッ

コ
ロ
劇
団
）

【
出
演
】
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
=
谷
口

ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル

【
料
金
】
一
般
３
５
０

０
円
、
大
学
・
専
門
学

校
生
２
５
０
０
円　
高

校
生
以
下
２
０
０
０
円

【
発
売
日
】
6
月
12
日

㈰

桂佐ん吉笑福亭ベ瓶桂吉の丞

兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

金
川
真
弓

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
：
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
グ
ァ
レ
ー
ラ

　
金
川
真
弓
は
、
今
、
最
も
多

く
の
指
揮
者
た
ち
か
ら
﹁
ぜ
ひ

共
演
し
た
い
﹂
と
ラ
ブ
・
コ
ー

ル
を
受
け
て
い
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
。

　
柔
和
な
優
し
さ
、
シ
ャ
ー
プ

な
知
性
、燃
え
る
よ
う
な
情
熱
、

真
っ
直
ぐ
な
力
強
さ
︙
そ
の
幅

広
く
、
豊
か
な
感
情
表
現
は
聴

衆
の
み
な
ら
ず
、
名
匠
た
ち
を

も
虜
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
に
ロ
ン
=
テ
ィ

ボ
ー
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第

2
位
入
賞
お
よ
び
最
優
秀
協
奏

曲
賞
受
賞
、
翌
19
年
に
は
、
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
第
4
位
入
賞
を
果
た
し
、

国
際
的
に
も
大
注
目
の
旬
な
ア

金川真弓

ー
テ
ィ
ス
ト
の
音
色
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
ヴ
ィ
タ
ー
リ
:
シ
ャ

コ
ン
ヌ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
:
前

奏
曲
と
ア
レ
グ
ロ
、
バ
ッ
ジ
ー

ニ
:
妖
精
の
踊
り
、
ガ
ー
シ
ュ

ウ
ィ
ン
/
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
編
:

﹁
ポ
ー
ギ
ー
と
ベ
ス
﹂
よ
り
サ

マ
ー
タ
イ
ム
ほ
か

【
出
演
】
金
川
真
弓
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
グ

ァ
レ
ー
ラ
（
ピ
ア
ノ
）

【
日
時
】
10
月
22
日
㈯
14
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
２
０
０
０
円
、

B
席
１
０
０
０
円

※
入
国
制
限
措
置
等
の
理
由
に

よ
り
出
演
者
・
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ジュゼッペ・グァレーラ

©Kaupo�Kikkas©Kaupo�Kikkas
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花
と
歌
と
踊
り
を
こ
よ
な

く
愛
し
、﹁
バ
ル
ト
海
の
真
珠
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
美
し
い
国
・
ラ

ト
ビ
ア
。

で
、
目
に
も
耳
に
も
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
。
最
初
の
一
音
、
初

見
の
一
目
で
、
必
ず
や
あ
な
た

を
魅
了
し
ま
す
。

【
出
演
】ヴ
ォ
ー
カ
ル
／
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
／
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
:

ア
ス
ナ
テ
・
ラ
ン
ツ
ァ
ー
ネ

ヴ
ォ
ー
カ
ル
／
ド
ラ
ム
ス
:
ア

ウ
レ
ー
リ
ヤ
・
ラ
ン
ツ
ァ
ー
ネ

ヴ
ォ
ー
カ
ル
／
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
:
イ
ロ
ナ・
ヅ
ェ
ー
ル
ヴ
ェ
、

ヴ
ォ
ー
カ
ル
／
リ
コ
ー
ダ
ー
／

タ
ン
バ
リ
ン
:
ラ
ウ
ラ
・
ヴ
ァ

ル
ピ
ニ
ャ

ヴ
ォ
ー
カ
ル
／
ガ
ブ
リ
エ
ー
ラ

・
ズ
ヴ
ァ
イ
グ
ズ
ニ
ー
テ

【
日
時
】
７
月
３
日
㈰
14
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
４
０
０
０
円
、

B
席
３
０
０
０
円

※
入
国
制
限
措
置
等
の
理
由
に

よ
り
公
演
が
中
止
・
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２１日㈯発売

２１日㈯発売

　
国
民
1
人
に
1
つ

の
歌
が
あ
る
と
言
わ

れ
、
日
常
的
に
歌
う

こ
と
が
当
た
り
前
で

あ
る
が
故
に
﹁
歌
の

民
﹂
と
も
称
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
﹁
至
宝
﹂
と

も
呼
ば
れ
る
女
性
ヴ

ォ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー

プ
﹁
タ
ウ
ト
ゥ
メ
イ

タ
ス
﹂
に
よ
る
、
待

望
の
来
日
公
演
が
つ

い
に
実
現
し
ま
し

た
！

　

美
し
く
鮮
や
か

２１日㈯発売

世
界
音
楽
図
鑑

タ
ウ
ト
ゥ
メ
イ
タ
ス

〜
ラ
ト
ビ
ア
の
民
族
音
楽

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４
０

上
方

次
世
代
落
語

好
敵
手の会

渋谷�天外

チケットを購入されるお客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解とご協力をお
願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場できません（マ

ウスシールド不可）。
※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発熱がある

方は入場をお断りさせていただきます。
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を空けな

い配席で販売します。
※来場者情報を把握するため、芸術文化センターでのチケッ

トのご購入は芸術文化センター先行予約会員の登録（無
料）が必要です。 お一人様2枚までとさせていただきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、中止・変更
になる場合がございます。最新の情報につきまして
は、当センターウェブサイト等をご確認ください。

※公演が中止・延期になった場合、購入者の方には、先行
予約会員に登録されているメールアドレスに、メールで
お知らせいたします。

親しめる生活美術書作品

一東書道会展第74回

令和4年令和4年 55月月2727日日㈮ ㈮ 

▲▲ 55月月2929日日㈰㈰
10：00-17：00（最終日は16：00まで）

併催 新進作家基本小作品展　新進作家基本小作品展　１階特別展示室１階特別展示室
阿部泰秀　　阿部梨雪　　内村明幹　　河村靈峰阿部泰秀　　阿部梨雪　　内村明幹　　河村靈峰
斉藤佳津恵　佐藤芳春　　渋谷翆園　　田中春菜斉藤佳津恵　佐藤芳春　　渋谷翆園　　田中春菜

兵庫県民会館　県民アートギャラリー 1・2階
神戸市中央区下山手通4-16-３　℡（078)３21-21３1

主催　一東書道会　会長 井茂 圭洞 後援�神戸新聞社　兵庫県書作家協会



点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
開
館
は
９
時
30
分
か
ら
18
時

（
入
場
は
17
時
半
）
ま
で
。
観

覧
料
は
大
人
５
０
０
円
、
大
学

生
４
０
０
円
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

　
期
間
中
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
が
開

か
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
、
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
大
中

遺
跡
と
そ
の
時
代
︱
東
播
磨
沿

岸
部
の
弥
生
集
落
︱
﹂

・
６
月
４
日
㈯
13
時
～
16
時
30

分
。
同
館
講
堂
。
無
料
（
定
員

72
人
）。
森
岡
秀
人
氏
（
関
西

大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
）
に

よ
る
記
念
講
演
や
、
藤
原
怜
史

氏
（
考
古
博
物
館
学
芸
員
）、

池
田
毅
氏
（
神
戸
市
文
化
ス
ポ

ー
ツ
局
）、山
中
リ
ュ
ウ
氏
（
加

古
川
市
教
育
委
員
会
）
の
報
告

な
ど
。
和
田
晴
吾
館
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
ま
す
。

■
兵
庫
考
古
学
研
究
最
前
線
２

０
２
２　
連
続
講
座
﹁
弥
生
時

代
の
兵
庫
﹂

・
６
月
18
日
㈯　
﹁
弥
生
時
代

に
つ
い
て
﹂
和
田
晴
吾
館
長

・
６
月
25
日
㈯　
﹁
石
・
鉄
・

銅
の
武
器
︱
弥
生
時
代
の
兵
庫

︱
﹂
園
原
悠
斗
氏
（
兵
庫
県
ま

ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
）

・
７
月
２
日
㈯　
﹁
弥
生
時
代

の
姫
路
︱
最
近
の
発
掘
調
査
成

果
か
ら
︱
﹂
福
井
優
氏
（
姫
路

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15

　
播
磨
町
の
大
中
遺
跡
内
に
あ

る
県
立
考
古
博
物
館
の
特
別
展

示
室
で
、
春
季
特
別
展
﹁
弥
生

集
落
転
生
︱
大
中
遺
跡
と
そ
の

時
代
︱
﹂が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

会
期
は
７
月
３
日
ま
で
。

　
大
中
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
初
期
に
か
け
て

の
代
表
的
な
遺
跡
で
す
。
１
９

６
２
年
に
町
内
の
中
学
生
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
、
67
年
に
は
約

４
万
平
方
m
が
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
な
竪
穴

住
居
跡
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
遺
跡
発
見
か
ら
６
０
周
年
を

記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
特
別
展

で
は
、
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
と

同
じ
頃
に
、
東
播
磨
で
は
そ
れ

ま
で
の
集
落
か
ら
様
相
が
変
化

し
て
活
気
づ
き
、
弥
生
の
ム
ラ

が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
様
子
を
紹

介
し
、
出
土
し
た
土
器
や
鏡
、

短
剣
、
鉄
製
品
な
ど
約
３
０
０

すずかけ・5月号 第419号 令和４年５月1日（毎月1回1日発行）⑷

播 磨
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時
。
同
館
講
堂
。
無
料
（
定

員
72
人
）。

　
事
前
申
し
込
み
は
同
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
、
ま
た
は
往
復
は
が
き
で

予
約
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
同
館
（
☎
０
７
９
・
４

３
７
・
５
５
８
９
）。

５
組
10
人
に
。
10
日

㈫
必
着
。
応
募
方
法

は
２
面
に
掲
載
。

大中遺跡発見60周年記念
県立考古博物館春季特別展
邪馬台国時代の集落を紹介

友
の
会︵
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
︶た
ず
ね
歩
き

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
開
館
50
周
年

世
界
の
「
奇
界
」  

佐
藤
健け

ん

じ寿
展

阪急神戸線

香櫨園駅

夙川駅

西宮駅

さくら夙川駅

●大谷記念美術館●大谷記念美術館

●香櫨園浜●香櫨園浜

２

阪神本線 阪神高速３号神戸線

東海道本線

造
ら
れ
た
公
園
。
87
体
も
の
リ

ア
ル
マ
ン
モ
ス
の
ほ
か
、
ロ
ン

ド
ン
の
時
計
台
み
た
い
な
建
物

な
ど
中
国
な
ら
で
は
の
劇
的
人

工
絶
景
が
ひ
ろ
が
る
﹂と
い
う
。

　
﹁
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
﹂（
２
０

１
９
年
、
日
本
）
は
、
神
戸
市

灘
区
の
摩
耶
山
山
麓
に
あ
る
。

通
称
﹁
マ
ヤ
カ
ン
﹂、
廃
墟
ブ

ー
ム
に
乗
っ
て
、
西
の
﹁
軍
艦

島
﹂（
長
崎
市
）
と
並
び
、﹁
廃

墟
の
女
王
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
作
品
は
、手
前
に
マ
ヤ
カ
ン
、

そ
の
後
ろ
に
神
戸
の
市
街
地
を

配
し
て
﹁
廃
墟
﹂
と
﹁
繁
栄
﹂

を
対
比
さ
せ
る
。

　
同
美
術
館
は
庭
の
良
さ
で
も

知
ら
れ
る
。
正
面
ロ
ビ
ー
か
ら

見
え
る
庭
園
に
は
水
が

小
さ
な
滝
の
よ
う
に
流

れ
る
よ
う
し
つ
ら
え
て

あ
り
、
運
が
良
け
れ
ば

野
鳥
の
水
浴
び
が
見
ら

れ
る
。

　
運
営
に
つ
い
て
越
智

裕
二
郎
館
長
は
﹁
市
民

に
親
し
ま
れ
る
展
覧
会

の
提
供
を
続
け
、
生
涯

教
育
の
立
場
か
ら
文
化

発
信
の
地
で
あ
り
続
け

た
い
﹂と
話
し
て
い
る
。

《マンモス公園／中国》2018年　©KENJI�SATO

正面ロビーから見える庭園

開
館
50
周
年
を
迎
え
た
。

　
い
ま
は
、
写
真
家
佐
藤
健
寿

（
け
ん
じ
）
氏
の
作
品
展
﹁
奇

界
／
世
界
﹂
を
開
催
し
て
い
る

（
６
月
５
日
ま
で
）。

　
佐
藤
氏
は
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
こ
れ
ま
で
世
界
１
２
０
カ

国
以
上
を
旅
し
、
各
地
の
あ
ら

ゆ
る
﹁
奇
妙
な
も
の
﹂
を
撮
影

し
て
き
た
。﹁
奇
界
﹂
は
氏
の

造
語
で
、商
標
登
録
し
て
い
る
。

　
展
示
の
説
明
に
は
、﹁
こ
の

世
界
に
﹃
奇
妙
な
も
の
﹄
は
そ

▼
公
益
財
団
法
人
西
宮
市

大
谷
記
念
美
術
館
＝
西
宮

市
中
浜
町
４
︱
38
。
故
大

谷
竹
次
郎
氏
︵
元
昭
和
電

極
社
長
、
現
社
名
Ｓ
Ｅ
Ｃ

カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
︶

か
ら
西
宮
市
に
寄
贈
さ
れ

た
土
地
、
建
物
、
美
術
作

品
を
も
と
に
、
１
９
７
２

年
開
館
し
た
。
10
時
~
17

時
、
水
曜
休
み
。

　

﹁
佐
藤
健
寿
展　

奇
界

／
世
界
﹂
は
朝
日
新
聞
社

共
催
、
国
立
民
族
学
博
物

館
・
西
宮
市
貝
類
館
・
西

宮
市
立
郷
土
資
料
館
の
協

力
。
一
般
１
２
０
０
円

︵
友
の
会
会
員
は
１
０
０

０
円
︶
、
高
校
大
学
生
６

０
０
円
、
小
中
生
４
０
０

円
、
西
宮
市
在
住
の
一
般

１
０
０
０
円
、
同
65
歳
以

上
５
０
０
円
。

　

阪
神
香
櫨
園
駅
徒
歩
６

分
、
Ｊ
Ｒ
さ
く
ら
夙
川
駅

徒
歩
15
分
、
阪
急
夙
川
駅

徒
歩
18
分
☎
０
７
９
８
・

３
３
・
０
１
６
４

　
兵
庫
県
内
に
は
特
色
の
あ

る
美
術
館
、
博
物
館
が
各
地

に
あ
る
。﹁
ひ
ょ
う
ご
五
国
﹂

と
い
わ
れ
る
摂
津
、
丹
波
、

但
馬
、
播
磨
、
淡
路
の
豊
か

な
風
土
が
も
た
ら
し
た
も
の

に
違
い
な
い
。
今
月
号
か
ら

そ
れ
ら
を
訪
ね
歩
く
。
兵
庫

県
芸
術
文
化
協
会
友
の
会
会

員
に
は
特
典
が
受
け
ら
れ
る

提
携
施
設
を
紹
介
す
る
欄
で

も
あ
る
。

　
一
回
目
は
、
西
宮
市
大
谷

西宮市大谷記念美術館の玄関
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開
館
50
周
年
記
念
を
か
か
げ

た
展
覧
会
と
し
て
は
﹁
西
宮
で

観
（
み
）
る
至
高
の
美
術　
和

泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
展
﹂
を

６
月
18
日
か
ら
７
月
24
日
ま
で

開
催
す
る
。

　
さ
ら
に
、
大
谷
記
念
美
術
館

の
﹁
代
名
詞
﹂
と
さ
え
い
え
る

ほ
ど
定
着
し
た
﹁
イ
タ
リ
ア
・

ボ
ロ
ー
ニ
ャ　
国
際
絵
本
原
画

展
﹂
を
８
月
13
日
か
ら
９
月
25

日
ま
で
催
す
。
世
界
最
大
級
の

絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
２
０

２
２
入
選
作
を
展
示
す
る
。

　
美
術
館
を
出
て
南
へ
向
か
う
。

御
前
浜
・
香
櫨
園
浜
に
出
る
。

大
阪
湾
岸
で
は
屈
指
の
自
然
海

岸
が
残
る
と
こ
ろ
だ
。

　
兵
庫
県
は
﹁
阪
神
な
ぎ
さ
回

廊
﹂
と
し
て
尼
崎
、
西
宮
、
芦

屋
の
臨
海
地
域
を
整
備
し
て
い

る
。

展
覧
会
の
チ
ケ
ッ
ト
（
平

日
の
み
）
を
抽
選
で
５

組
10
人
に
。
10
日
㈫
必
着
。
応

募
方
法
は
２
面
に
掲
載
。

お
出
か
け

ち
ょ
っ
と
メ
モ

も
そ
も
存
在
し
な

い
。
特
異
の
よ
う
に

見
え
る
け
れ
ど
、
そ

れ
は
彼
の
地
の
日
常

で
あ
り﹃
普
通
﹄だ
﹂。

作
品
を
見
て
い
く
う

ち
に
こ
の
言
葉
の
意

味
が
分
か
っ
て
く
る
。

　
﹁
マ
ン
モ
ス
公
園
﹂

（
２
０
１
８
年
、
中

国
）
は
﹁
世
界
最
大

級
の
﹃
松
花
江
マ
ン

モ
ス
﹄
が
発
見
さ
れ

た
快
挙
に
ち
な
ん
で

御前浜・香櫨園浜

記
念
美
術
館

で
あ
る
。
同

館
は
今
年
、

大中遺跡出土鏡
（播磨町郷土資料館蔵・画像提供）


